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2019年11月、年間最大のイベント「地域支え合い感謝祭とゆうあいバザー」

3大事業の1つ、「生活支援事業」
では、高齢者などの生活弱者へ
の有償サポートに加え、地域清
掃なども担う

「コミュニティサロン事業」では、柏原
ショッピングセンターの一画に拠点を確保
し、「コミュニティカフェゆうあい」として
軽食などを提供する団体設立経緯

　当地は1980年代に造成された、
都市郊外型振興ニュータウンです。
住民の大半は同年代世帯が同時期
に入居した関係上、少子高齢化の
洗礼を同時に被り、地域が抱える
課題や問題山積中です。これらの
諸難事を解決するために、地域の
元気で知識・経験豊富なシニアが
主体となって、コミュニティビジネス
の手法を駆使して対応することを目
指して、2012年4月にNPO法人を
立ち上げました。

活動概要と活動対象範囲
　「住民のみんなが希望と自信と誇

りをもって、安心して暮らせるまち」
づくりを目指して、①日常生活を送
るうえで支障のある方々への支援、
②健康で文化的な生活追求支援、
③地域のショッピングセンターの崩
壊に伴う諸々の弊害に対応する活
動、の各項目を進めています。
対象範囲：狭山市柏原地区の狭山
ニュータウン（1600戸）を中心とす
る柏原地区全域（4000戸）

活動に至った理由や背景
　ニュータウン造成後35年前後の
経過とともに少子高齢化の荒波にも
まれて、ゴーストタウン一歩手前と
言っても過言ではない状況になりつ

つありました。自治会活動も高齢
者が増えて、本来あるべき機能が
不全となっており、行政に対しても、
コミュニティの生活実態細部にわた
る施策を望めない状況にあります。
そこで、地域の生活状況は地域住
民が一番よく理解しているという理
由から、地域のシニアが主体となっ
て活動を開始しています。

活動内容と成果
①生活支援事業
支え手：会員の支え手スタッフ（40
名）、料金：30分当たり600円
●日常生活を送るうえで支障を来し
ている高齢者、身体障害者、病気
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住まい活動助成
療養中の家庭、子育て中の家庭な
どの生活弱者に対する有償支援：
諸々の家事支援（掃除、洗濯、食
事作り、電球交換などの簡単な電
気廻り作業、簡単な水回り作業、
ゴミ出しその他）、庭関連作業（除
草、木の剪定、垣根の剪定など）、
買物代行、外出付き添いその他
●自治会からの受託業務：児童公
園の除草・清掃、通学路の除草・
清掃、ゴミ集積所の保守・管理、
広報を27支部長宛に配送
【成果】高齢者の自然増とともに、
依頼事項は着実に増えています。
また支え手不足気味のなか、助成
金で購入した資機材を有効に活用
することによって、需要増に対応で
きている現状です。
②コミュニティサロン事業
●コミュニティカフェゆうあいの展開 
住民の交流と憩いの空間の提供
場所：ニュータウン中心地のショッ
ピングセンター内の空き店舗を賃借
営業日時：毎週火曜日～土曜日の
10：30 ～15：30（土日祭日休業）
支え手：会員の支え手スタッフ20名
（家庭の主婦）
メニューと価格：日替わり定食とチ
キンカレーを目玉にして、焼きそば、
チャーハン、うどん・そばスパゲッ
ティ、甘味デザート、コーヒー、紅
茶など。価格は100円～670円
【成果】老若男女地域住民の交流と
憩いの空間としての位置付けが定
着しつつあり、毎週新しい利用者が
来場するようになっています。同時
に住民間の交流促進も着々と進行
中であり、まさに住民の「交流と憩
いの場」となっています。
●健康で文化的な生活を追求する
活動
◎各種教室・サークルの主催
　手芸サークル、健康体操サーク
ル、ウォーキングサークル、生け花
教室、詩吟教室、旅行英会話教室、

ちぎり絵教室、俳句の会、健康マー
ジャンクラブなど
◎各種講座・シンポジウムの主催
2019年6月24日　認知症予防講
座の開催。埼玉石心会病院と狭山
市柏原・水富地域包括支援センター
の協力を得て開催。高齢者にとって
は身近な問題であり、食生活・運
動の重要性などを中心に学ぶこと
が多い講座でした（参加者31名）。
8月24日　シンポジウム「住みよい
地域づくりを目指して」を開催（出席
者58名）。
第1部　シンポジウム「住み良い地

域づくりを目指して」
総合コーディネーター：日本大学文
理学部教授　諏訪徹氏
パネリスト：狭山市社会福祉協議会
主査　天谷都紀子氏、柏原・水富
地域包括支援センター長　中村美
沙恵氏、柏原第8区自治会長　保
坂益一氏、社協柏原支部長　木
下昇氏、地区民生委員協議会会長　
渡井良三氏、NPOユーアイネット柏
原代表理事　小澤浩氏
　それぞれの立場で住みよい地域
づくりを目指しての日々の活動内容、
目指す方向性などについて活発な
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2019年8月には、社会福祉を専門とする大学教授をコーディ
ネーターに招き、シンポジウム「住み良い地域づくりを目指して」
を開催
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地域の人々を対象として、多
岐にわたる講座やイベントを
企画する　1. 6月、認知症予
防講座　2. 7月、ゆうあい納
涼祭　3. 8月、夏休み子ども
サロン　4. 12月、クリスマス
チャリティーコンサート

毎月のイベント　（左の写真）
オレンジカフェとフリーサロン　
（右の写真）子育て広場「ぴょ
んたん」

「あしたのまち・くらしづ
くり活動賞」で主催者賞
を受賞。有償支援制度
の取り組みなどが、同様
の課題を抱える他地域の
ニュータウンの先例となり
得るとして評価された

るという実感があります。
◎イベントの主催ほか
2019年7月27日　ゆうあい納涼祭
（200名程度の来客）。事前の天気
予報では大型台風の接近が危惧さ
れていましたが、奇跡的に好天に
恵まれ、絶好の住民交流日和とな
りました。家族連れでも楽しめるよ
う工夫を凝らし、大勢の住民の皆
様に喜んでいだきました。
8月1日　夏休み子どもサロン「環
境に優しい子ども木工工芸教室」
開催。柏原公民館との共催。小学
生1年～4年生程度の児童対象。定
員20名の募集は即日満員。使い残
し・端切れの板きれ、松ぼっくり、
どんぐり、枯れ枝などを使っての工
作。模型見本を数点展示して、そ
れをヒントにして各自の作品を作成
しました。最後に公民館長・保護者
を含めてNPOの指導リーダーの講
評と集合写真の後、自分の作品を
持ち帰り解散。
9月10日　夕涼みミニコンサート
（参加者33名）。「カフェゆうあい」内

意見が飛び交いました。小谷野剛
狭山市長の飛び入り参加あり。
第2部　諏訪教授による「地域づく
りをどう進めるか」と題しての講演。
参加者各々の目指したい目標が見え
てきました。
第3部　質疑応答
10月17日　体力測定会開催（参加
者16名）。昨年の記録と比較した自
分の体力の維持状況確認や、弱点
の強化など。参加者各々の現状把
握と目標設定に役立っています。
2020年1月27日　防犯・防災講座
（振り込め詐欺防止講座及び交通
安全講話）開催（参加者38名）。
　柏原第8区自治会、狭山地方交
通安全協会並びに埼玉県警察本部
の協力をいただき、管内NPOでは
初めての試みとして開催。特に県警
本部の振り込め詐欺寸劇は好評。
今後毎年開催する予定です。
【成果】住民の「健康意識と住みよ
いまち意識」への潜在願望は高いも
のがあり、それらの意識・希望を実
現する橋渡しの役割を果たせてい

で、地域在住のプロ・フルート奏者
とキーボード奏者のミニコンサートを
開催。残暑を忘れさせる素晴らしい
音色に大満足。演奏後は奏者を囲
んで茶話会。幸せな気分で散会。
11月23日　「地域支え合い感謝祭
とゆうあいバザー」開催（参加者300
名程度）。恒例のNPO最大イベン
ト。地域住民に日頃のご支援・ご
協力の感謝を込めて、また地域支
え合いの必要性と素晴らしさの宣伝
も兼ねての一大ページェント。地域
支え合いの仕組みプロジェクト加盟
店（後述）との共催。
　NPOカフェの内外に、テント設
置を含む特設会場を設けてのにぎ
わい広場を創出。老若男女大勢の
集いの広場となりました。小谷野狭
山市長の陣中見舞いあり。
12月10日　「クリスマスチャリティ
コンサート」開催（入場者50名）。恒
例のチャリティコンサートに、今年
は会場満席となる50名の入場者を
迎えての大盛況。クリスマスソング
を中心にして、クラシックあり演歌

認定特定非営利活動法人ユーアイネット柏原
2011年11月設立、12年4月法人化／メンバー数：約300人（うち支え手80人）
／代表者：小澤 浩（おざわ・ひろし）
●〒350-1335　埼玉県狭山市柏原3161-10　狭山ニュータウン73-3

04-2907-8577　 info@sayama-ui.net
www.sayama-ui.net

私たちは、「住民のみんなが、希望と自信と誇りを持って、安心して暮らせる
まち」を創造することで、公益の増進に寄与することを目的としています。

ありで、会場は大いに盛り上がりま
した。売上金全額（2万6500円）は、
狭山市役所経由で恵まれない子ど
もたちに寄附しました。
毎月第1月曜日　「オレンジカフェと
フリーサロン」開催。柏原・水富地
域包括支援センターとの連携。認
知症者とその家族及び認知症に関
心のある方々が中心。
毎月第1火曜日　子育て広場「ぴょ
んたん」開催。市役所福祉子ども部
との連携。0歳児～3歳児の幼児と
母親・保護者の集まり。幼児の育て
方や遊び、母親の悩みごと相談、母
親同士の友達づくり情報交換など。
10月26日　（公財）あしたの日本を
創る協会、NHK、読売新聞東京
本社ほか主催の「あしたのまち・く
らしづくり活動賞」の主催者賞受賞、
贈呈式に出席。読売新聞埼玉版に
記事掲載。
【成果】イベントを開催するというこ
とは、地域住民の共同体意識を一
気に高める魔力があります。住み良
いまちづくりへの確かな手応えを感
じています。
③地域支え合いの仕組み推進プロ
ジェクト
加盟店数：35店舗・事業者、地域
商品券月間流通額平均：50万円
　少子高齢化と郊外型大規模スー
パマーケットの進出によって、地元
の商店や事業者は疲弊しており、そ
の結果、買物難民の発生とまちの
衰退を招いています。その対策とし
て、NPOが主体となって地域商品
券を発行するスキームです。
　地域商店・事業者を募って「地域
支え合い加盟店」を結成。地域商
品券は加盟店でのみ使用可能とし、
NPOの支え手スタッフにはサービス
の提供対価として、この商品券と現
金とを半々で支払います。地域の商
店を支援し、地域での雇用を促進。
地域経済の振興とまちの活性化を

図ります。その結果として、買物難
民対策に寄与しています。
【成果】一朝一夕に地域住環境が好
転するわけではありませんが、この
プロジェクトを推進することによっ
て、当NPOのまちづくりに対する
姿勢と意欲を、住民の皆様にお伝
えすることにつながっていると確信
します。

課題と解決方法
①支え手不足：少子化はともかくも、
高齢者増は待ったなしです。支え
手も同様に高齢化しており、早急に
新陳代謝の必要に迫られています。
第2次ベビーブーマー世代へのバトン
タッチを期待していますが、これも
ほとんど空振りです。支え手に対す
る対価（謝礼）を民間並みに支払え
るようにできれば、補充も容易にな
ります。同時に、NPO（社会貢献
活動）に対する社会での評価の向上
も望まれます。
②運転資金繰り：コミュニティビジ
ネスの手法を駆使してNPO法人の
運営をしていますが、運営資金繰り
に難儀しています。NPO活動に対
する寄附文化の成熟が望まれるとこ

ろで、その加速のためには国（行政）
のリーダーシップも必要です。

今後の予定
　今回の助成金を有効活用させて
いただいたお陰で、前述の3大事業
の内容を充実させ、地域の住まい
と暮らしの内容を深掘り進化させる
ことが叶いました。しかし「住民の
みんなが、希望と自信と誇りを持っ
て、安心して暮らせるまち」づくりを
完成するためには、まだ十分では
ありません。さらに多様かつ大勢の
住民に、「自分たちのまちは自分た
ちで創る」という、強固な想いを醸
成してもらわねばなりません。
　その共通意識を可能な限り自然
に、自発的に持ち合わせることが
できるような、ハードとソフトの提
供が必要です。それがこれから当
NPOで実施しつつある、「みんなの
サロンゆうあい」の展開です。目下
のソフトは「水曜日のみんなのサロ
ン」、「木曜日のデイサービス」、「土
曜日の男の居場所」などです。将来
的に、本プロジェクトに対するご助
言ご支援をいただければ幸いに存
じます。


